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⑴ …without giving him a chance to offer her a 
seat, she drew  up the nearest chair.  
　 （彼が彼女に椅子に座ることを申し出る隙もあ
たえず、自分で近くの椅子を引き寄せた。）























⑷ The Boston Marathon is an international 



















⑸ The federal response continues to draw 
criticism  from locals.
　 （連邦政府の返答は地元の住民からの批判を招
き続けている。）
⑹ I 'm trying to draw attent ion  to  what 's 













⑺ Baseball doesn't draw well  during the day, so 










⑻ The draw of  the neighborhood  is its proximity 













⑼ As the train drew  to a stop inside the station, 



















⑾ The U.S. men began well, earning a 2-2 draw 






⑿ Upset that the previous Flash vs Superman 
































⒁ If you asked any third-grader to draw  a 
picture of a scientist, most of them will draw 













⒂ Where should we draw a line  with gene 


















⒄ You're authorized to draw funds  from the 




















inspiration がThe Beatles という容器に入ってい
ると見立てる「容器のメタファー」を介している。
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１　 籾山（2003：169）は、かならずしも明白な
プロトタイプや、すべての意味に共通するス
キーマが存在するとは限らないことを指摘し
ており、スキーマは「カテゴリーのすべての
メンバーあるいは一部のメンバーに適合する
抽象的な意味である」と定義づけている。ま
た、プロトタイプが複数存在する場合や、通
時的なプロトタイプの変容もありうるという
点も考慮する必要があると指摘されている
（早瀬2005：39）。
２　 認知的な際立ちが小さい構造にアクセスする
ことが難しい場合に、認知的際立ちの大きい
別の関連した構造を経由して目的の概念構造
にたどり着く行為を可能にする人間の基本的
な認知能力を参照点能力と呼ぶ（辻編　
2013）
３　 瀬戸（2007：6）を参照。
４　 COCAをもちいて動詞drawのレマ［draw］
を右３語以内でコロケーション検索した結果
10位までを示したものである。
